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緒　　　言
　神奈川県では現在、横須賀市と横浜市で海苔が生産さ

れている。県全体の生産量は、2004〜2008年で見ると

2006年に2400万枚を揚げたが、その後は1650万〜

1750万枚の間にある1)。海苔養殖漁家は、生産の効率化

を図ったり一次加工品を自ら売るだけではなく、さらな

る品質向上のため設備投資を行うなど努力をしてきた。

しかし、ここ数年の海苔の単価は、１枚あたり10〜11

円程度と大きな変動は見られない1)。神奈川県の最大生

産量を誇る走水大津地区の漁業者は、漁家収入向上を目

指して、海苔のみならず地元産魚介類を利用した加工品

を自ら製作しようとする活動を始めた2,3)。

　そのひとつの活動として、横須賀市東部漁業協同組合

走水大津支所女性部が中心となって製作した製品が、走

水大津産海苔を使った佃煮である。今後の販売にあたっ

て、消費者に対して味などに関するアンケート調査を実

施したうえでレシピを完成させたが、最適な価格を知る

ことがひとつの課題となった。消費者が求める最適な価

格は、生産者にとっても漁家収入を上げるための手段と

して重要な情報になる。

　本調査では、PSM（Price Sensitivity Measurement）

分析を用いて、横須賀市走水大津産海苔の佃煮の価格に

ついて、消費者が求める受容価格帯と最適価格を調べた

うえで、参照価格4)、受容価格帯、スーパーなどにおけ

る実売価格を比較しながら今後の価格設定について考え

方をまとめた。

方　　　法
　2010年２月に横須賀市走水で開催された海苔フェス

タにおいて、来場者に対し、アンケート調査を実施した。

アンケート用紙は、図１のとおりである。

　アンケートの内容は、走水大津地区で海苔が生産され

ていることの認知度、海苔の佃煮を食べた経験、走水大

津産海苔の佃煮を食べてみたいかということを尋ねたう

えで、PSM分析に必要な設問を用意した。

　PSM分析は、小川5)が行った調査を参考とし、下記の

設問に対し、金額を直接記入してもらい、どの価格で

何％の回答者がそう思うのかの累積パーセントをグラフ

化するものである。

PSM分析を利用した横須賀市走水大津産海苔の佃煮の最適価格
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　Reasonable price of a laver boiled in soy sauce from Hashirimizu-Ohtsu in Yokosuka City 

using the Price Sensitivity Measurement.
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図１　配布したアンケート用紙
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　設問は「Q1. 海苔の佃煮の料金は、いくら以上だと

「高すぎて買えない」と思いますか。」、「Q2. 海苔の佃

煮の料金は、いくら以上だと「高い」と思いますか。」、

「Q3. 海苔の佃煮の料金は、いくら以下だと「安い」と

思いますか。」、「Q4. 海苔の佃煮の料金は、いくら以下

だと「安くて疑わしい」と思いますか。」の４問である。

　すなわち、Q1では消費者に受容されない最高価格を、

Q2では消費者に受容される最高価格を、Q3では消費者

に受容される最低価格を、Q4では消費者に受容されな

い最低価格を聞いたものである。

　アンケート用紙には、製品をイメージしてもらうため、

販売するかたちに近い海苔の佃煮の写真及び海苔の佃煮

の内容として、「横須賀市走水大津産の生海苔を利用」、

「横須賀市東部漁業協同組合走水大津支所女性部の手作

り」、「内容量160ｇ」、「ふたを開けなければ常温で90日

間保存可能」との説明をつけた。

　また、回答者の価格意識と実売価格にどのような違い

があるのかを知るため、スーパーにおいて通常販売され

ている海苔の佃煮、インターネットにおいては漁協女性

部手作りなど製作手法が同様な海苔の佃煮の実売価格調

査を2011年８月に実施した。

結　　　果
　回答数は、38件であった。走水大津地区で海苔がと

れることを知っていると回答した人は33名（86.8％）

であった。海苔の佃煮を食べたことがあると回答した人

は34名（89.5%）であった。走水大津産の海苔の佃煮を

食べてみたいと思うと回答した人は35名（92.1%）で

あった。回答者の30名（78.9%）が横須賀市在住であっ

た（図２）。

　PSM分析のグラフを図３に示した。「Q1. の高すぎて

買えない」、「Q2. の高い」に関しては、回答として記入

された金額以上の額は高いと認識していることになるの

で、累積のグラフは、右上がりの線となる。一方、

「Q3. の安い」、「Q4. の安くて疑わしい」に関しては、

回答として記入された金額以下の額は、安いと認識して

いることになるので、累積のグラフは、右下がりの線と

なる。そして、各線の交点から求めた各金額は次のとお

りである。

　「最高価格」は、「安いと思い始める」と「高すぎる

ので買わない」と思う人が同数となる両線の交点で485

円であった。一方、「最低品質保証価格」は「高いと思

い始める」と「安くて疑わしい」と思う人が、同数とな

る両線の交点で350円であった。「高すぎて買えない」

と「安くて疑わしい」との交点は「理想価格」で454円、

「安いと思い始める」と「高いと思い始める」の交点は

「妥協価格」で459円となった。

　最高価格と最低品質保証価格で囲まれる範囲である

「受容価格帯」は、350円から485円で、１ｇ当たり単

価は2.19円から3.03円となった。

　回答者の約８割が横須賀市内在住であったことから、

同市内のスーパーにおいて実売価格調査を実施した。結

果は表１のとおり99円から338円で平均価格は228.8円、

１ｇ当たり単価は1.16円から2.98円で平均は1.91円で

あった（表１）。

　また、インターネット上で販売されていた漁協女性部

手作りなど走水大津地区で考えられている商品と同様の

ものを調査したところ、実売価格は417円から630円

（３件）で平均価格は524円、１ｇ当たり単価は、2.61

円から5.25円であった6-8)。

考　　　察
　PSM分析から得られた受容価格帯は350円から485円、

最適価格は価格が要因で買わないという選択を最も少な
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くできる理想価格となり454円と推測された。しかし、

価格設定を行うのにあたっては、実売価格を含めた他の

価格情報も参考にする必要がある。

　消費者の価格判断基準のひとつとして参照価格があり、

参照価格には実際の価格の知覚に基づいて個々の消費者

の記憶に蓄えられる内的参照価格、購買環境で「通常価

格」のように情報刺激として提示される外的参照価格の

ふたつがある。消費者が購買活動をする場合、これらの

参照価格に実売価格を加えた３つの情報から判断するこ

ととなる9)。今回の調査においても、回答者はこれらの

情報を参考にして金額を記載したと考えられ、参照価格

に配慮した値頃感のある価格設定を行う必要がある。

　受容価格帯の最高価格周辺をみると450円から500円

の間で高すぎるので購入しないとするグラフの傾きがそ

れ以前より急に大きくなり、500円を超える価格設定は

消費者に大きなストレスがかかると思われた（図３）。

　また、スーパーの実売価格調査結果から１ｇ当たり単

価で受容価格帯と比較したところ、下限は実売価格の下

限より1.03円高かったが、上限はほぼ同額であった。受

容価格帯の下限の価格が高かったことは、PSM分析の結

果からも走水大津産の海苔が使用されているなど品質面

の評価が認められていると推測できる。しかし、１ｇ当

たり約３円という実売価格の上限の価格は、受容価格帯

でも変わらないことから、回答者の内的参照価格が実売

価格の上限を超えることができなかったと推測された。

　一方、インターネットで販売されている漁協女性部手

作りなどを謳った商品は、２品が今回調査した受容価格

帯より高く、１品が受容価格帯内であった。受容価格帯

内の１品は割引により販売されているため安かったもの

で、通常販売価格は受容価格帯を上回っていた。これら

の商品はいずれも有明海産海苔を使用した商品であった。

有明海産海苔は、品質などにおけるブランド・イメージ

のシーリング10)を消費者に形成し、上級イメージのブラ

ンドのシーリングとも言える基準を設定していることか

ら、ある程度高くても受容されるため、この価格が設定

されていると思われた。

　価格設定にあたっては、今回の調査で得られた理想価

格を中心とした受容価格帯内が想定されるが、上田4)に

よれば、状況が異なると同じ製品に対しても消費者の知

覚価値は異なる。つまり、内的参照価格には一定の幅が

あり、購入場所の文脈効果によりシフトするとしている。

　今回のアンケート調査では、販売場所などを考慮した

ものではなく、回答者は自分の持ちうる情報の中で価格

を記載したと思われる。このことから、文脈効果の期待

できる場所での販売であれば、受容価格帯が広がること

が考えられる。女性部自らが本素材を利用した料理の試

食会やメニューコンテストの開催など効率的なプロモー

ション活動を併用し、ブランド・イメージを向上させる

ことができれば、価格を高く設定できる可能性がある。

　また、ターゲットとなる顧客を横須賀市在住のみなら

ず横浜、東京からの観光客なども見込もうとすれば今後、

改めて販売場所や顧客を考慮したアンケート調査を今回

よりもサンプル数を増やして実施し、受容価格帯、最適

価格を調査する必要がある。さらに顧客の製品に対する

選好データを分析するため、機能、性能、価格など商品

を構成する要素のそれぞれが、消費者の購買にどのよう

に寄与するのかを分析するコンジョイント分析なども平

行して実施すればより精度の高い結果を得ることができ

るであろう。

表１　横須賀市内の大型スーパーにおける

　　　海苔佃煮の実売価格

商品名 価格 １ｇ当たり単価

スーパー　Ⅰ Ａ－１ 318 1.77

Ａ－３ 208 2.08

Ｅ 198 1.41

Ｆ 298 2.38

スーパー　Ⅱ Ａ－２ 198 1.37

Ａ－３ 178 1.78

Ｂ 278 1.92

Ｃ－１ 100 1.23

Ｃ－２ 298 1.33

Ｄ－３ 318 2.38

Ｇ 178 2.54

スーパー　Ⅲ Ａ－１ 338 1.88

Ａ－２ 275 1.90

Ａ－３ 200 2.00

Ｂ 260 1.79

Ｃ－１ 105 1.40

Ｄ－１ 298 2.98

スーパー　Ⅳ Ａ－２ 278 1.92

Ａ－３ 210 2.10

Ｂ 268 1.85

Ｄ－１ 298 2.98

スーパー　Ⅴ Ａ－２ 238 1.64

Ａ－３ 198 1.98

Ｃ－１ 99 1.32

Ｄ－１ 298 2.98

Ｈ 168 1.16

スーパー　Ⅵ Ａ－１ 239 1.33

Ｃ－１ 99 1.32

Ｄ－１ 248 2.48

Ｄ－２ 178 1.98

最高価格 338 2.98

最低価格 99 1.16

平均価格 228.8 1.91
価格の単位：円

商品名のアルファベットはメーカー別の商品名を示し、

枝番号は、同一商品名で内容量の違いを示す。
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